
オンライン併用

概要

回 月/日(曜) 会場 学習内容 講師名(敬称略)

1 7/8(火) 藩閥から学閥へ　～　四民平等の代償 元日本大学教授 　 関 幸彦

2 7/15(火) 帝国大学の登場と試験 学習院名誉教授　  森内 隆雄

3 8/5(火) 劣等生たちのステージ　　文学、小説という特効薬 前明星大学教授　  前田 雅之

新百合

21ビル

B２多目的

ホール

短期

102 【会場定員】150名　【オンライン定員】100名　　　　【受講料】 2年会員 3,350円　　1年会員 3,770円　　聴講生 5,020円

 短期集中　　　　【時間】 毎回10時30分～12時00分（計３回）

派閥の語感が語るように、閥には負の要素がつきまとう。　学閥もまた然りだ。わが国が近代へと脱皮するための必要悪が学閥だった。藩閥打破の主役に躍り出た学閥の命運

は如何！学閥が近代日本に与えた光と影をおう。今次の3回に亘るテーマを介し、日本社会が宿す学閥の歴史と諸相について掘り下げる。

  学閥の誕生


